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X18a z=2.5の銀河で発見された高速回転するスターバーストコア
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現在の宇宙における最も重い銀河では、 星形成活動が弱く、楕円型の形態をしており、顕著な回転運動は見ら
れない。その一方で星形成銀河はいつの時代も円盤型で、回転運動が卓越している。遠方宇宙において銀河が (1)
どのように星形成活動を止め、(2)形態を変化させ、(3)角運動量を失ったのかという３つの疑問を全て説明でき
たとき、我々は銀河進化の全容を理解したと言えるかもしれない。
我々はすばる望遠鏡の広視野観測によって同定した z = 2.19または z = 2.53にある最も重い星形成銀河を

ALMA望遠鏡を用いて観測し、ダストの連続光放射が有効半径 1-2 kpcのコンパクトな領域に中心集中している
ことを明らかにした。すでにできた星の空間分布は円盤型で 3-5 kpcと広がっていることから、まさに楕円球（バ
ルジ）成分が形成しつつある現場を捉えたと考えられる。さらにCO(3-2)輝線のフォローアップ観測を行った結
果、これらのコンパクトなスターバーストコアに付随する分子ガスが高速回転しており、回転が卓越した運動を
示していることがわかった。今回観測した天体は z = 2.5の時代ですでに星質量が log(M∗/M⊙) > 11.2を超えて
いる最も重い銀河であることから、z = 0では速度分散が卓越する slow rotatorへと進化する可能性が高い。これ
までの全ての結果を観測説明するためには、銀河は z ∼ 2の時代にコンパクトなスターバーストによって形態を
円盤型から楕円型へ変化し、星形成活動を止め、その後長い時間をかけて角運動量を失っていったと考えられる。


